
 

 

 

奈良県内水面漁場管理委員会は、第５種共同漁業権に係る増殖について、以下の事項

に留意のうえ、実施するよう漁協を指導しています。 

 

１．アマゴ及びフナについては、在来魚（天然魚）の保護のため、できる限り同水系

由来の系統を放流すること。さらに、アマゴ、コイ及びフナについては、人工産

卵床の造成を積極的に検討いただき、人工産卵床１㎡造成あたりの換算放流稚魚

数は、別紙を参考に放流実績に加算可とする。 

２．ウナギについては、ニホンウナギのみとし、別種のウナギ（ビカーラ種やロスト

ラータ種等）を放流しないこと。 






